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Abstract 

Microvelia horvathi Lundblad, 1933 (Hemiptera: Veliidae) was newly recorded from Yamagata and Akita 

Prefectures, Japan. Specimens were collected from a marshy wetland in Yuza Town, Yamagata Prefecture, 

and from two sites in Nikaho City, Akita Prefecture, including a puddle under a bridge near paddy fields and 

an earthen water channel beside farmland. The habitats shared similar environmental characteristics with 

previously known localities of the species, such as shallow stagnant waters with well-developed emergent 

vegetation. The northernmost site in Akita Prefecture represents the current northern limit of the species’ 

distribution in Japan. This finding suggests that further surveys in the Tohoku region may reveal additional 

populations in similar habitats. 
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緒言 

アメンボ上科 Gerroidea に属するカタビロア

メンボ科 Veliidaeは、小型の水生カメムシ類で主

に河川等の流水から、池沼や湿地等の止水の水面、

タイドプール等の沿岸海域に生息する（渡部 

2016; 林・宮本 2018; 中島ら 2020; 松島ら 2022）。

本科は 2025 年 11 月現在までに日本国内では 25

種が確認されているが（林・宮本 2018; Matsushima 

et al. 2021; Matsushima 2022; 松 島 ら 2022; 

Watanabe 2023; Watanabe and Hayashi 2023; Aiso 

and Ishikawa 2024; Kato et al. 2025）、その多くが

体長 2 mm 前後と体サイズが微小であり（中島ら

2020）、野外での採集や同定が困難な種群である。

このため日本国内各地で分布記録の報告が他分

類群と比較して少なく、調査不足が大きいと考え

られている分類群である（渡部 2016; 松島ら

2022）。 

ホルバートケシカタビロアメンボ Microvelia 

horvathi Lundblad, 1933 は、主に抽水植物が発達

した比較的狭い開放水面を好んで生息する種で

あり、日本国内では北海道を除いて広く分布する

ことが知られている（林・宮本 2018; 中島ら 2020）。 

筆者らはこれまで未記録であった東北地方の

山形県と秋田県において、本種を確認したため、
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Fig. 1. Microvelia horvathi Lundblad, 1933: A, C, 

male; B, D, female; A, B, Yoshide, Yuza town, 

Yamagata Pref., C, D, Toushi, Nikaho city, Akita Pref. 

Scale bar: 1 mm. 

 

Fig. 2. Paramere: A, Yoshide, Yuza town, Yamagata 

Pref.; B, Toushi, Nikaho city, Akita Pref. Scale bar: 

0.5 mm. 

新分布記録として報告する。 

 

方法 

調査は、2025 年 9 月に山形県遊佐町および秋

田県にかほ市の水域にて、手網を用いた掬い取

りにより行った。採集個体はその場で 70％エタ

ノール水溶液にて固定後、持ち帰り乾燥標本を

作製した。本報告に使用した標本はすべて秋田

県立博物館の昆虫標本資料（AKPM-I）として収

蔵した。 

 

結果および考察 

節足動物門 Phylum Arthropoda 

昆虫綱 Class Insecta 

カメムシ目 Order Hemiptera 

カタビロアメンボ科 Family Veliidae 

ホルバートケシカタビロアメンボ 

Microvelia horvathi Lundblad, 1933 

(Fig. 1. A–D) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討標本 

AKPM-I 52226-52229、2 雄 2 雌、山形県遊佐

町吉出、2025 年 9 月 12 日、高野季樹採集；

AKPM-I 52230-52236、2 雄 5 雌、秋田県にかほ

市象潟町川袋、2025 年 9 月 13 日、内田大貴採

集；AKPM-I 52237-52248、5 雄 7 雌、秋田県に

かほ市冬師、2025 年 9 月 13 日、内田大貴採集 

 

同定 

林・宮本（2018）および中島ら（2020）に基

づき、中胸背は後側角を除き前胸背でおおわれ

ること、雄の生殖節が極めて大きくその幅が腹

部第 6 または第 7 背板より広いこと、雄生殖器

の右交尾鈎は太く、膝上に曲がり先端は鋭く尖

ること（Fig. 2）を確認し、ホルバートケシカタ

ビロアメンボとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採集環境 

山形県では、標高約 400 mの地点に位置した

湿地状の水域で（Fig. 3）、抽水植物等の水生植

物が繁茂した中に狭い開放水面が形成された

場所で得られた。確認個体は標本とした 4 個体

のみであった。同所的にニセコウベツブゲンゴ

ロウ Laccophilus yoshitomii Watanabe & Kamite, 

2018 等が得られた。 

秋田県の産地の「にかほ市川袋」では水田近

傍にある橋梁下の人工護岸に形成された水溜

まり（Fig. 4A）において得られた。水域は水深

5 cm ほどと浅く、水域内はイネ科 Poaceae と考

えられる植物がまばらに生育していた。同所的

にマダラケシカタビロアメンボ Microvelia  
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Fig.3. Collection site on Yamagata Prefecture. 

 

Fig.4. Collection site on Nikaho City, Akita Prefecture 

(A, Kisakata Town, Kawabukuro; B, Toushi). 

reticulata (Burmeister, 1835) やチビゲンゴロウ 

Hydroglyphus japonicus (Sharp, 1873) 等が確認さ

れた。確認個体は標本とした 7 個体のみであっ

た。「にかほ市冬師」では畑地脇の土水路（Fig. 

4B）において得られた。水路状であるが、水深

10 cm 以下の浅い箇所と水深 40 cm ほどの深い

箇所が混在しており、本種は水路内で広く確認

された。同所的にマルガタゲンゴロウ 

Graphoderus adamsii (Clark, 1864) やゴマフガム

シ Berosus punctipennis Harold, 1878、マダラケ

シカタビロアメンボやヒメコミズムシ Sigara 

matsumurai Jaczewski, 1968 等とともに得られた。

標本個体以外にも多数が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 

 ホルバートケシカタビロアメンボはこれま

で国内においては新潟県・福島県以南の本州、

四国、九州、対馬、南西諸島（喜界島から与那

国島）、国外では朝鮮半島、中国、台湾で分布が

確認されていた（馬場 1968; 吉井ら 2017; 三田

村ら 2017; 林・宮本 2018; 中島ら 2020; 松島

2021）。本研究において新たに東北地方の山形

県と秋田県から記録された。なお、秋田県にか

ほ市冬師の採集地は、本種の日本国内における

分布北限にあたる。 

本報告で採集された産地は、いずれもこれま

で国内において確認されている生息環境の記

載（渡部 2016; 林・宮本 2018; 中島ら 2020）と

類似していた。本種は国内では各地に普通で個

体数も多いとされるが（中島ら 2020）、今回の

調査では本種の生息密度に濃淡が見られる印

象が強かったため、東北地方においても普遍的

に生息するのかどうかは現時点ではわからな

い。今後の東北地方における未記録地域の調査

による分布の様相の解明に興味がもたれる。 
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